
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 8 回 理事会  

日 時 平成 31 年 2 月 8 日 19:15～22:00 

場 所 和仁会病院 リハビリ室 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、 

大石勝規、小柳 傑、志岐浩二、笹原順哉、池田章子、飯野朋彦、田中拓郎 

監事：平野英三、柿田謙三 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、長谷川隆史、砂川伸也 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）平成 31年度事業予算の件について 
  平成 31 年度の事業計画、事業予算について削減できるところを再考し、レスポンスがあった点と、今

回上がってきた内容を議論。まとまらないようであれば、三役会と財務部、組織運営検討委員会にか
けた上で再編することを前回の理事会で伝えている。そこで挙げたものを理事全員に提案し、異論な
ければ 3月の理事会で最終審議、承認を得る流れ。340万円支出が収入を上回っていたところ再提出に
て 110万円ほど予算削減できたが、まだ新しい支出を加えると、計 270万円程のマイナス。2100万円
の支出のうち 600 万円が会議費で、参加する部員数や作業費が適切か見直すべき。努力した上での不
足分は繰越金から補填できないか公認会計士に問い合わせているが、今回賄えても収支のバランスを
合わせる必要はある。ポイント取得可能な研修会については参加費の徴収についても検討。今回不足
分の 270万円については本理事会での意見をもとに 2月 27日開催予定の三役会、局長会議、組織運営
検討委員会後、次回理事会に持ち越す形。 

２）平成 31年度事業計画の件について 
本議案は第 1号議案とともに 2月 27日開催予定の三役会、局長会議、組織運営検討委員会後、次回理
事会に持ち越す形。 

３）(介護・障害区分)認定審査会委員選定の件について 
長崎市の介護認定審査委員(定員 6 名)、南島原市と諫早市の障害支援区分認定審査委員(定員各 1 名)の
任期満了に伴う会からの公募を行った。長崎市は 8 名の応募があり、諫早、南島原市はそれぞれ現任
者 1 名の応募となった。(資料参照)長崎市は現任が 5 名、新規 3 名がエントリー。期日後のリエント
リーが 1 名あったが審議の結果、エントリーが承認された。検討の結果、長崎市介護認定審査委員 6
名、南島原市と諫早市障害支援区分認定審査委員各 1 名がそれぞれ選出された。審議の結果、提案通
り可決された。 

４）協会指定管理者研修に伴う士会長推薦書承認の件について 
協会指定管理者研修会での初級取得のための士会長推薦申請書が 1 名分届いている。審議の結果、提
案通り可決された。 

５）研修会における費用徴収代行の件について 
次年度以降の研修会における金銭の徴収について、事前登録制を導入し、JPTA の研修会費用徴収代行
してはどうか。楽天決裁の場合、決済手数料が結構大きいので多額な金額なものと人数が多いものに
限って導入してはどうか。一度申し込めばずっと使え、セミナーの都度利用の是非を選択可能。事前
登録と当日参加で参加費に差をつけ、キャンセルによる返金は不可とする。次年度から費用徴収代行
を導入することとし、今年度申請書を JPTA へ出し、次年度から活用する流れ。審議の結果、提案通
り可決された。 

６）新入会会員の承認について 
     入会 1名、退会 4名。休会が 46人と多かった。審議の結果、提案通り可決された。 
７）糖尿病対策事業の担当者の選出について 

   日本糖尿病理学療法学会から糖尿病対策事業担当者を 2月 28日までに 1名選出してほしいと依頼があ
った。三役で検討し、市立大村市民病院の高木先生に内諾を得たので候補者として挙げる。高木先生
には 3 月 16 日に開催される担当者の情報交換会への参加を依頼。担当部局は保健福祉部とする。候補
者の選任と情報交換会への参加、担当部局について審議。審議の結果、提案通り可決された。 

８）推進リーダー制度(地域包括ケア/介護予防)の会員の申請状況について 
   2 月 5 日までの分で e-ラーニング免除が 0 名、士会指定事業が 3 名。審議の結果、提案通り可決され

た。 
９）平成 31年度、新組織・新事業について「災害リハビリテーション推進委員会(仮称)／会議ならびに研 

修事業」 
  本協会は長崎-JRAT に属しているが、今後県民の支援はもちろん、会員の安否確認なども考え、事務

局機能についても考慮が必要。これらを考えられる組織を創設し、会議や研修会の事業を進め、寄与
したい。理事会下、若しくは会長下の諮問機関として「災害リハビリテーション推進委員会」の創設
を検討。業務は会議や規約の策定、支援や受援のフローチャートの作成など。有事の際、事務局機能



の移転も重要。研修会にて連絡機能、伝達機能、指示系統について勉強していく。事業部局は保健福
祉部。担当者は役員から選出。三役で検討し、打診する。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）新規事務所移転のお知らせの件について 

新事務所の入居申し込みを行った。概要としては、新築の物件で国道 34 号線矢上中心部近く。15.2ｍ
×10.5ｍで半分が車庫で残りの半分が事務所。新事務所への引っ越し作業を 3 月 10 日に行い、実際の
事務所開きは 4月以降、5月の連休あたりを予定。事務員の田川さんは東長崎に事務所が移転すれば続
けるのは難しいと返事をいただいており、現在代わりの事務局員を探している状況。 

 ２）理事会へのタブレット PCの導入とサーバーについての進捗状況について 
内容は資料参照。レンタルサーバーについて、現在の 10GB では不足することが予想される。新規の
業者にした場合、ホームページも変える必要がある。まずは現在の業者に問い合わせる。 

３）高校サッカー新人戦メディカルサポートについて 
      期間は１月 19日から 27日。対応試合数は 14試合で 2件の対応。スタッフ数も対応数も少なかった。

今後、もっと同意を図って充実した形で対応できないか検討。少なかった理由としては、各チームの
トレーナーが増えた点とサッカー協会が認めていない人たちが対応している点が挙げられる。サッカ
ー協会の意向を確認していく。また、2月 3 日に南山高校で選手を含めた指導者研修会を実施予定だっ
たが、学校側よりインフルエンザなどの体調不良者が多く、当日になって中止を希望する連絡あり。
今後、事業を遂行できるか不透明。 

 ４）平成 30年度地域ケア研修会について 
   2月 2日、「えきまえ」いきいきひろばで行った。テーマは「リハビリテーションマネージメントの効

果的な実践」と「利用者の状態像に応じた効果的な関わり」で當麻先生と谷川先生が講師。また小泉
副会長が「地域包括ケアシステムに関する長崎県理学療法士協会の教育システム」について講演。4 つ
の研修会と重なり、参加者が 19 名と少なかった。講師を県士会の会員にしたので残金が結構ある。今
後会場など費用対効果を考えた実施を検討。 

 ５）医療保険部研修会報告について 
   1 月 26 日に長崎県リハビリテーション支援センターと医療保険部が共催で長崎歴史文化博物館 1 階ホ

ールにて行った。参加人数は 109 名。経費としては、長崎県リハビリテーション支援センターと折半
で医療保険部は 120,432 円支出。西田先生の地域包括ケアについての話と、看護副師長の東さんが看
護師の立場での講演をされた。今回は県リハ支援センターと研修会の内容が重なってしまい、共催の
形になった。もう少し早い段階から事業を遂行する計画で進めたい。県リハ支援センターは個で入っ
ており、県士会の方に情報が回りにくい。個人個人が情報の共有を意識する必要がある。 

 


